
令和 7年度 市川市立稲荷木小学校 グランドデザイン概要 

１． 基本方針 

   本校のこれまで育んできた良き伝統を伝承しつつ、学び甲斐、働き甲斐、支え甲斐のある学校を実現する。 

 子供たちが郷土を愛し、地域や母校への愛着を感じながら夢や希望に向かってたくましく生き抜くために必要

な「豊かな心」「主体的な学び」「健やかな体」の育成に向けて、学習指導要領の趣旨を踏まえ、教職員の創意

工夫と協働により質の高い教育を行い、保護者や地域と共に歩む学校づくりをめざす。 

２． 教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇教育基本法 

・伝統と文化を尊重する。 

・郷土愛を愛する。 

〇学習指導要領 

〇第 3期千葉県教育振興 

基本計画【基本理念】 

・ちばの教育の力で 

「県民としての誇り」を 

高める！ 

「人間の強み」を伸ばす！ 

「世界につながる人材」を

育てる！ 

 

 

 

やさしく・かしこく・たくましく 

めざす児童像 

すすんであいさつ

やさしい子 

自分の考えをもち

進んで学ぶ子 

命や健康であるこ

とを大切にする子 

協働 自立 自愛 

〇第４期市川市教育振興 

   基本計画【基本理念】 

市川の教育４つの PROJECT 

①「ことば」の力を育てる 

読書教育の良さを改めて見直 

すとともに様々な教育活動を 

通じて言語能力を高める。 

②個別最適な学びと協働的 

な学びの一体的な充実 

③自ら課題を発見し解決す 

る力を育む探究的な学び 

④人と人をつなぐ ICT 

リーダーシップを育む 

すすんであいさつ やさしさ子 

【豊かな心】 

①秩序ある生活習慣の形成 

・時間を守り、節度ある言動の徹底 

・場を清める清掃、整理、整頓の徹底 

②自身や思いやりの心を育む 

・自分や相手のよさが探せる心を育む 

・道徳教育、異学年交流の充実 

（幼・小・中の連携） 

・特別支援教育の一層の推進 

（校内支援センターの活用） 

・いじめを許さない心の醸成 

   

自分で考え、みんなで学び合う子 

【主体的な学び】 

①主体的・対話的で深い学びの実現 

・「なぜ」「どうして」「やってみたい」「調べてみたい」

と自ら探究する習慣を育む。 

・言語活動（「書くこと」）の重視 

・音声言語で説明する力を習得 

・カリキュラムマネジメントの充実 

②授業のユニバーサルデザイン 

・誰にでも分かりやすい授業の実践 

③ICT を活用した授業実施の推進 

・タブレットを活用した授業の充実 

④読書活動の充実 

・調べ学習等の読書活動の充実 

⑤時代のニーズに応じた教育実践 

・環境、キャリア教育等の充実 

たくましく自分をのばす子 

【健やかな体】 

①正課時体育の充実 

・運動量を確保した体育の授業の確保 

②継続した体力向上の実践 

・年間を通しての体力づくり（継続は力なり） 

③挑戦する機会の充実 

・目標に向かって挑戦する姿勢を養う 

④基本的生活習慣の定着 

・十分な睡眠 

・食に関する指導の充実 

⑤危機回避能力の育成 

・自分の身は自分で守る意識を育む。 

①教職員による協働 

・主体的な相乗効果発揮する集団 

・学校運営への積極的な参画 

②学び続ける職員集団 

・教科担任制による指導力の向上 

・学年・学級経営の充実 

③働き甲斐のある職場 

④OODAループ（観察→状況判断→意思決定→実行） 

・学校評価による教育活動の見直し 

⑤目指す教師像 

・子供一人一人の価値と可能性を目に見えるよう

にしてあげられる教師 

①生徒指導における組織的対応強化 

・確かな児童理解と教育相談の重視 

・いじめ防止に向けた取り組みの強化 

②登下校の安全 

・交通指導員、保護者、地域との連携 

③防災・安全教育の充実 

・防災教育・安全教育の一層の充実 

・学校の防災体制の見直しや整備 

④学校安全管理体制の整備・充実 

・定期的な安全点検 

・安心して活動できる学校環境の整備 

・不祥事根絶への強固な意志 

①教育活動の積極的な公開と情報発信 

・授業参観の実施と保護者会の充実 

・教育相談日の活用 

・ICTを活用した情報発信の充実 

・学校運営協議会の充実 

②家庭・地域会議等との連携 

・家庭と協力し合う環境づくりと 

各種団体との連携 

・地域人材の効果的な活用と充実 

③幼保・中学校との連携 

・幼保小連携行事の開催・充実 

・中学校との交流の実施 

 

教育目標 


